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はじめに 

 
我が国では、人口が減少傾向に転じ、労働力不足が問題となっていますが、林業に

おいても例外ではありません。限られた労働力でこれまでと同様もしくはそれ以上の

事業を実施するには効率化が欠かせません。 

 

このため、林野庁では、国有林野事業の生産・造林事業の発注について、事業体の

皆様が、積算や落札後の事業計画の策定、進捗管理等をこれまでよりも効率的に実施

できるように、入札資料のデジタル化を進めているところです。 

 

本マニュアルは、デジタル化した資料のうち、主伐区域等について、従来よりも詳

細かつ現地でも取り扱い易い形でお示しできるよう、林野庁として考えられる利用方

法をお示しするものですが、御利用いただいた事業体の皆様の御意見をいただきつつ、

今後も改善を継続し、より効果的なものにしたいと考えておりますので、森林管理局

署を通じて御意見をいただければ幸甚でございます。 
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１ 提供されたデータセットの利用方法の概要 

 
【配布するデータセットの内容】 

【データ格納フォルダ内のデータの例】 



3 
 

２ PC用データセットの利用方法 

（１）QGIS（無料ソフト）をパソコンにインストールする 
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（２）PC 用データセットから事業構想を再現する 
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（３）３Ｄ画像で事業地の地形を確認する 
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（４）ＣS 立体図で事業地の地形を確認する 

 
（５）衛星画像を参照する 
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（注）データセットのうち「道路」については、航空レーザ測量成果から道路と認識されたもの

をデータ化しているが、山地の森林内では間伐時の搬出路跡など、自動車では走行できない

路線も含まれている。このため道路の通行可否は現地で確認する必要がある。 
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３ 携帯端末用データセットの利用方法 

（１）QField（無料アプリ）を携帯端末にインストールする 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 



10 
 

（２）-1 携帯端末用データセットを Android スマートフォンに読み込む 
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（２）-2 携帯端末用データセットを iOS 版（iPhone等）に読み込む  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 


